
図 I, 図 IIにおいて, 立体 ABCD−EFGHは六つの平 A
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面で囲まれてできた立体である。四角形 ABCDは 1辺
の長さが 2 cmの正方形であり, 四角形 EFGHは 1辺の
長さが 6 cmの正方形である。平面ABCDと平面EFGH

は平行である。四角形BFGCはBC//FGの台形であり,

BF=CG=6 cmである。四角形 AEFB, CGHD, DHEA

は, すべて台形 BFGCと合同な台形である。
次の問いに答えなさい。答えが根号をふくむ数になる
場合は, 根号の中をできるだけ小さい自然数にすること。

(1) 図 Iにおいて, Aと F, Dと Gをそれぞれ結ぶ。こ
のとき, 4点 A, F, G, Dは同じ平面上にあって, こ
の 4点を結んでできる四角形AFGDはAD//FGの
台形である。BとHとを結ぶ。Iは, 線分BHと平面
AFGDとの交点である。このとき, Iは台形 AFGD

の対角線の交点である。

1⃝ 台形AFGDの面積を求めなさい。

2⃝ ア 線分 BHの長さを求めなさい。

イ 線分 BIの長さを求めなさい。

(2) 図 IIにおいて, Jは台形AEFBの対角線の交点であ
り, Kは台形CGHDの対角線の交点である。JとK

とを結ぶ。このとき, AD//JKである。Lは, Jから辺 FGにひいた垂線と辺 FGとの
交点である。

1⃝ 線分 JLの長さを求めなさい。

2⃝ 立体 JK−EFGHの体積を求めなさい。
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